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令和５年度　道路改良事業完成箇所の整備効果

事業名称 主要地方道横浜生田平原橋交差点道路改良事業

事業期間 平成３１年度～令和５年度 事業箇所 青葉区元石川町５４２０番地５地先

事業費 １７５,８７９千円

事業内容
交差点整備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　整備延長Ｌ＝６０ｍ

計画幅員１２．９０ｍ（車道９．９ｍ、歩道３ｍ片側）、現況幅員１０．１１ｍ（車道７．１１ｍ、歩道３ｍ片側）

事業効果

　本事業箇所は、右折レーンが設置されておらず、信号現示による右折車両の誘導ができないため、右直事故が
多発している交差点であり、「事故危険箇所」にも指定されていました。また、高欄やフェンスが重なる現場状況に
よって車両から歩行者が見え辛く、地域住民から交通安全対策の実施を強く要望されていました。

　張出し構造の車道を設け、右折レーン５０．０ｍを新たに整備しました。また、橋梁部を２．５ｍ拡幅し、橋上での車
両のすれ違いが可能になるよう整備しました。

[効果]
　右折レーンの新設により、右直レーンでの右折待ちによる滞留が改善されました。また、橋梁部を拡幅したことに
より、交差点内での右折車の走行性・視認性が改善し、歩行者の安全性が確保されました。
　交差点内での車両のすれ違いが円滑になり、安全性が向上しました。

[地元町内会等の意見等]

　右折車待ちによる滞留がなくなって良かった。歩行者が安心して通行できるようになりました。

　令和６年４月１日供用開始
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